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PRESS RELEASE  2022/04/13 
 

 
   

  

北海道大学とソニーグループが 

「ソーシャル・イノベーション部門 for プラネタリーバウンダリー」を開設 

～農林海洋フィールド研究と最先端技術で社会と地球環境の課題解決に貢献～ 

 

 北海道大学（北海道札幌市，総長：寳金清博）とソニーグループ株式会社（東京都港区，会長 兼 

社長 CEO：吉田憲一郎，以下「ソニーグループ」）は，北海道大学内に「ソーシャル・イノベーショ

ン部門 for プラネタリーバウンダリー*1」を開設しました。北海道大学の学術的知見とソニーグルー

プの先端技術を生かし，農業・森林・海洋分野における社会や地球環境の課題解決に貢献する技術及

びソリューションの開発に取り組みます。 

 今後は，北海道大学構内のフード＆メディカルイノベーション（FMI）国際拠点ならびに大学院農学

研究院に設置された研究拠点などで共同研究を進めていきます。また，新たな産業やイノベーション

の創出をめざし，北海道の企業や行政の協力を得ながら，開発する技術及びソリューションの社会実

装に向けた実証実験なども行う予定です。 

 

【概要】 

 部 門 名 ： ソーシャル・イノベーション部門 for プラネタリーバウンダリー  

 場  所 ： 北海道大学 フード＆メディカルイノベーション（FMI）国際拠点， 

大学院農学研究院 など 

 期  間 ： 令和４年４月１日 ～ 令和６年３月 31 日 

 研究担当者： 野口 伸（北海道大学大学院農学研究院 教授） 

        内田義崇（北海道大学大学院農学研究院 准教授） 

        仲岡雅裕（北海道大学北方生物圏フィールド科学センター 教授） 

 

【開設の目的】 

 今回の「ソーシャル・イノベーション部門 for プラネタリーバウンダリー」は，北海道大学におけ

る産業創出部門の一つとして開設しました。産業創出部門では，民間企業などが，共通の課題につい

て一定期間継続的に共同研究を実施することで，社会的に付加価値の高い産業を創出し，イノベーシ

ョンを推進することを目指します。 

 北海道大学は，総合大学としての幅広い研究に加え，国内の他大学にはない特徴として，約 660km2

という広大な土地面積を生かし，農業・森林・海洋などの幅広い分野においてフィールド研究を実施

してきました。一方，ソニーグループの R&D センターでは，センシング・通信・AI などの技術を活用

し，環境破壊の未然防止や自然災害の予兆検知，農業・畜産業の生産性向上への貢献をめざすプロジ

ェクトを進めてきました。 

 本部門は，両者の知見を活かした共同研究を通じて，プラネタリーバウンダリーの観点から，農

業・森林・海洋分野において世界が直面する社会や地球環境の課題解決に貢献する革新的な技術及び

ソリューションを創出することを目的としています。 
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【研究内容】 

 本部門では，以下の 3 つの研究テーマに，両者が連携して取り組みます。 

① 革新的スマート農業（担当：野口教授） 

無人トラクターなどを用いるスマート農業の研究に，センシング・AI 技術などを応用するこ

とで，高度な農業ＤＸを実現し，地球温暖化や世界人口増加などから生じる食糧問題，農業が

抱える就業人口減少及び高齢化などの課題の解決をめざします。 

 

② リジェネラティブアグリカルチャー（担当：内田准教授） 

近代農業には，窒素・炭素循環を大きく改変し，地球環境に影響を及ぼしてしまうという課

題があります。この課題に対し，土壌・大気・水域における複雑な栄養素の循環をセンシング

技術などにより効率よく捉え，環境負荷が小さく生態系の機能を最大限活用した，持続的な環

境再生型（リジェネラティブ）農業の実現に向けた取り組みを，北海道内の牧場と連携して進

めていきます。 

 

③ ブルーカーボンセンシング（担当：仲岡教授） 

海洋は，人為的起源により排出される二酸化炭素の約 4 分の 1 を吸収すると言われてい

ます。中でも吸収機能が高いアマモ・海藻藻場（ブルーカーボン生態系）の変化を解明す

る研究を，センシング・通信技術を活用した海中モニタリングシステムにより促進し，海

洋環境の持続的な保全・管理に貢献します。  

 

 さらに，林産資源（グリーンカーボン）に関する研究や水産学研究などを中心とした幅広い分野に

おいても，研究テーマの探索を続けていきます。 

 

【北海道大学 理事・副学長／産学・地域協働推進機構長 増田 隆夫のコメント】 

北海道大学は先進的な研究に加えて，地域に密着した総合大学としてのフィールド研究を推進して

います。この度の産業創出部門は，農場，研究牧場，研究林，臨海実験所等を有する北方生物圏フィ

ールド科学センターを中心とした本学の広大なフィールドを活用し，北海道大学とソニーグループの

技術を結集して研究開発を進めるものです。その成果は，地球的環境課題の解決と堅牢な一次生産シ

ステムの実現に大きく資するものと考えます。 

 

【ソニーグループ株式会社 執行役員 R&D センター センター長 玉井 久視のコメント】 

この度，社会と地球環境の課題を解決するという崇高なビジョンのもと，この分野で先進的な研究

をされている北海道大学と協業する機会に恵まれました。当社の事業も地球が健全であってこそ成り

立つものと考えております。北海道大学とソニーグループが持つ技術を持ち寄り革新的な技術やソリ

ューションを開発し，世界に発信できるように尽力してまいります。 
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【参考 URL】 

 北海道大学院農学研究院ビークルロボティクス研究室：

https://www.agr.hokudai.ac.jp/r/lab/vehicle-robotics  

 北海道大学院農学研究院 環境生命地球化学研究室 ：

https://www.agr.hokudai.ac.jp/r/lab/environmental-biogeochemistry（内田研究室 

https://www.uchidalab.com ）  

 北海道大学 北方生物圏フィールド科学センター： https://www.fsc.hokudai.ac.jp   

 北海道大学 北方生物圏フィールド科学センター 厚岸臨海実験所：  

https://www.fsc.hokudai.ac.jp/akkeshi/  

 ソニーグループ株式会社 R&D センター「地球みまもりプラットフォーム」： 

https://www.sony.com/ja/SonyInfo/research/projects/mimamori  

 

お問い合わせ先 

北海道大学 産学・地域協働推進機構 戦略企画部門 

メール  jigyo@mcip.hokudai.ac.jp 

 ソニーグループ株式会社 広報・ブランド戦略部 

  メール sony.pressroom@sony.co.jp  

配信元 

北海道大学 社会共創部広報課（〒060-0808 札幌市北区北 8 条西 5 丁目） 

ＴＥＬ 011-706-2610 ＦＡＸ 011-706-2092 メール jp-press@general.hokudai.ac.jp 

ソニーグループ株式会社 広報・ブランド戦略部（〒108-0075 東京都港区港南 1-7-1） 

  メール sony.pressroom@sony.co.jp   

 

【用語解説】 

＊１ プラネタリーバウンダリー … ストックホルム・レジリエンス・センターの科学者であるヨハ

ン・ロックストローム博士らにより開発・提唱された概念です。地球システムの安定性と回復力を

規定する９つのプロセス（気候変動・新物質の排出・成層圏オゾンの破壊・大気エーロゾルの負

荷・海洋酸性化・窒素とリンの循環・淡水の利用・土地利用の変化・生物多様性の喪失）に対し，

人類が安全に生存できる領域と回復可能な限界値の存在を定義するとともに，地球環境の不可逆的

な変化を回避するため，これらの地球の限界（プラネタリーバウンダリー）を把握することが重要

だと考えられています。 
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